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ABSTRAK 

 

Eunike Agatha, 2023. Analisis YouTube sebagai Media Pembelajaran Bunpou IV di 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk (1) menganalisis kelayakan YouTube sebagai media 

pembelajaran Bunpou IV dan (2) mengetahui tanggapan mahasiswa terhadap media 

YouTube sebagai media pembelajaran Bunpou IV. Penelitian ini dilatarbelakangi 

adanya kesulitan memahami materi Bunpou IV yang kompleks sehingga mahasiswa 

membutuhkan media pembelajaran tambahan yang dapat digunakan pada waktu 

pembelajaran asinkronus. YouTube diharapkan dapat membantu meningkatkan 

pemahaman, memberikan pengalaman belajar yang lebih baik, serta memberikan 

variasi dalam pembelajaran asinkronus pada mata kuliah Bunpou IV. Penelitian ini 

menggunakan metode deskriptif kualitatif. Data yang dikumpulkan berupa hasil 

penilaian kelayakan dari dua orang validator yang ahli di bidang materi bahasa Jepang, 

dua orang ahli di bidang multimedia, serta tanggapan mahasiswa melalui angket. Data 

yang didapat kemudian dianalisis dengan teknik reduksi, penyajian data, dan 

verifikasi. Hasil penelitian menunjukkan bahwa video YouTube yang sudah direvisi 

sesuai saran-saran validator layak digunakan sebagai media tambahan dalam 

pembelajaran Bunpou IV. Adapun nilai rata-rata yang diperoleh untuk kelayakan 

materi yaitu 83,2 dengan interpretasi sangat layak, dan dari segi kelayakan media yaitu 

94,2 dengan interpretasi sangat layak. Artinya, media ini layak digunakan dalam media 

pembelajaran asinkronus pada mata kuliah Bunpou IV. Tanggapan mahasiswa pun 

menunjukkan bahwa media YouTube dapat menjadi salah satu variasi media 

pembelajaran asinkronus pada mata kuliah Bunpou IV. Kesimpulannya, YouTube 

layak digunakan sebagai media pembelajaran asinkronus tambahan pada mata kuliah 

Bunpou IV.  

 

Kata Kunci : media  pembelajaran, YouTube, bunpou IV 
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ABSTRACT 

 

Eunike Agatha, 2023. YouTube Analysis as Bunpou IV Learning Media in the 

Japanese Language Education Study Program. Thesis, Japanese Language Education 

Study Program, Faculty of Language and Arts, State University of Jakarta. 

 

This research aims to (1) analyze the feasibility of YouTube as Bunpou IV learning 

media and (2) determine student responses to YouTube as Bunpou IV learning media. 

The background of this research is the difficulty of understanding the complex Bunpou 

IV material so that students need additional learning media that can be used during 

asynchronous learning. YouTube is expected to help improve students’ understanding, 

provide a better learning experience, and provide variety in asynchronous learning in 

Bunpou IV courses. This research uses a qualitative descriptive method. The data 

collected in the form of feasibility assessment results from two validators who are 

experts in the field of Japanese language materials, two experts in the multimedia field, 

as well as student responses through questionnaires. The data obtained were then 

analyzed using reduction, data presentation, and verification techniques. The results 

showed that the YouTube video that had been revised according to the validators' 

suggestions was suitable for use as additional media in Bunpou IV learning. The 

average value obtained for material feasibility is 83,2 with a very feasible 

interpretation, and in terms of media feasibility is 94,2 with a very feasible 

interpretation. It means that YouTube is feasible to use in asynchronous learning in 

Bunpou IV course. Students' responses show that YouTube can be a variation of 

asynchronous learning media in Bunpou IV course. In conclusion, YouTube is feasible 

to be used as an additional asynchronous learning media in Bunpou IV course. 

 

Keywords : learning media, YouTube, bunpou IV 
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日本語教育学科の文法 IVにおける学習メディアとしての YouTube 分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Eunike Agatha 

eunikee.agathaa@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

文法は、ジャカルタ国立大学日本語教育学科の基礎力科目の一つで

ある。他の科目に比べ、文法科目は学期単位が最も多く、I学期から VI

学期までの合計で 20単位となる。 また、文法科目は文法 Iから文法 VI

までの段階的な科目である。本科目が初心者から上級者までさまざま

なレベルの難易度を持っていることを証明している。 

 

松本(2010)によると, 文法はある言語において、正しい「文」を作

る際に共有されているルールである。文法習得は、「書く」、「話

す」、」「聴く」、「読む」、聞くなどの他のスキルをサポートする

ために重要である。文法はただ暗記するだけでなく、その意味や用法

を明らかに理解する必要があるため、文法学習内容を習得することに

は、より多くの時間や労力がかかる。 

 

2021 年 8 月 12 日に 2019 年度の 23 名の学生を対象にアンケートによる

予備調査を実施した。2019年度 4学期の学生は文法 4学習に問題を抱え

ていることが判明した。その問題は以下のように述べている。電波の

問題もあり、オンラインコースでは、すべての学生が最初から最後ま

で問題なく授業に参加できたわけではない。学生は自宅でオンライン

学習をしているため、講師による文法 IV 学習内容のプレゼンテーショ

ンに集中するのが難しいと感じている。文法 IV の複雑な教材を理解す

るのが難しいため、非同期学習で使用できる追加学習メディアが必要

である。 

 

アンケートの結果に基づき、研究者は学生が文法 IV の学習をどこでも

繰り返すことができるメディアとして YouTube 動画を作ることによる

解決することにした。井関 崇博(2021)によると, YouTube は Google 

LCC が運営する世界最大の動画共有サイトであり、月間アクティブユ

ーザーは世界では 20 億人存在するといわれる。2005 年にチャド・ハ
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ーリー、スティーブ・チェン、ジョード・カリムによって設立された

が、翌 2006 年に Google 社が取得である。 

 

YouTube は、動画の保存と放送サービスを無料で提供する人気のオ

ンラインウェブサイトである。 YouTube の動画は、音と画像の要素を

持つため、オーディオビジュアルメディアに分類される。辻氏

（2016）が『視聴覚メディア教材を用いた教育活動の展望』と題する

論文で視聴覚学習メディアの利点について述べた。(1）学生の印象に残

る学習資料を提示できる。(2) 講義だけでは伝えにくい。 現実的な場

面を提示できる。(3) 対面授業と効果的に組み合わせることにより, 相

乗的な学習効果が期待できる。YouTubeは、非同期の学習メディアに対

する学生のニーズを満たし、学生がいつでもどこでも簡単に学習でき

るようにすることが期待されている。 

 

B. 問題提供 

以上の背景に基づき、本研究の問題設定はこのようになる。 

1. 文法 IVの学習メディアとしての YouTubeの実現可能性はどのよう

なものか？ 

2. 文法 IVの学習メディアとしての YouTubeについて、学生の意見は

どのようなものか? 

 

C. 解決 

本研究で使用される方法は、定性的記述方法である。Apridasari

（2016）によれば、定性的記述方法の目的は、ある状況、あるいはあ

るものと別のものとの間のある関係を正確に記述することである。文

法 IV の学習メディアとしての YouTube の実現可能性を探るため、素材

の専門家 2 名やメディアの専門家 2 名による専門家の判断が行われ

た。文法 IV の学習メディアとしての YouTube に対する学生の反応を調

べるため、研究者は質問票を使用した。データの解釈を容易にするた

め、アンケートデータは円グラフで表示される。さらに、得られたデ

ータを、還元、データ提示、検証の手法を用いて分析した。 

 

検証者による専門家判定シートの記入が終わると、次に行われた評

価の平均点を計算し、パーセンテージを算出する。実現可能性の基準

は、バリデーションの平均値を合計し、教材の実現可能性評価表に合

わせることで得られる。検証者の評価結果は、平均値が 80-100 の場

合、非常に適当と言われ、平均値が 66-79 の場合、適当と言われ、平均

値が 56-65 の場合、かなり適当と言われ、平均値が 55 以下の場合、適

当でないと言われる。 



 

viii 
 

平均値 基準 

80-100 非常に適当 

66-79 適当 

56-65 かなり適当 

≤55 適当でない 

 

研究者が作成した YouTubeメディアに関する 4つの検証者の検証結

果は以下の通りである： 

1. YouTube動画の素材検証 

検証者は、YouTube 動画の素材の実現可能性を評価するため

に、動画評価ルーブリックに記入した。教材検証者の動画評価ルー

ブリックは、コンテンツ面、言語面、サポート面から構成されてい

る。2 名の検証者から、内容面では平均 83,5 点が得られた。言語面

では平均 81,2点であった。全体の平均値が 83,2点であることから、

YouTube ビデオ教材は非常に実現可能な基準を備えているといえ

る。2名の YouTube動画素材検証者の平均点は以下の通りである。 

 

2. YouTube動画メディア検証 

メディア検証者は、YouTube 動画の実現可能性をメディアの観

点から評価するため、評価ルーブリックに記入した。メディア専門

家のためのビデオ評価ルーブリックは、オーディオ面、ビジュアル

面、サポート面で構成されている。検証者から、音声面では平均

93,7点が得られた。ビジュアル面では平均 92,6点であった。メディ

ア検証者の平均スコアは 94,2であり、YouTube動画のメディアアス

ペクトは非常に高い基準を持っている。YouTube 動画は、メディア

という観点から非常に実現可能な基準である。メディアバリデーシ

ョンの評価結果は以下の通りである。 

材料 検証者 平均スコア 

材料 検証者 1 88,28 

材料 検証者 2 78,12 

平均点 83,2 
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メディア検証者 平均スコア 

メディア検証者 1 97,91 

メディア検証者 2 90,41 

平均点 94,2 

 

3. YouTubeに関する学生の反応 

YouTube に関する学生の反応を調べるために、研究者は Google

フォームの形式でクローズドアンケートとオープンアンケートを組

み合わせて使用した。アンケートは 15問の選択式と 4問の記入式、

合計 21 問で構成されている。このアンケートは、4（全く良い）、

3（良い）、2（良くない）、1（全く悪い）のリッカート尺度を用

いている。このアンケートは、専門家の判断として Muhammad Ali 

Hamdi, M.Pd.によって実行可能であると宣言されている。研究者

は、2020年クラスの学生 25名にアンケートを送付した。 

 

YouTube に関する 25 名の学生の回答結果は以下の通り。

YouTube は言語学習メディアのバリエーションの一つになり得る。

YouTube は、特に視聴覚学習タイプの学生にとっては、繰り返し見

ることができるため、非同期学習メディアにもなり得る。YouTube

の利点の一つは、学生が集中して見ることができ、教材を理解でき

ること、説明がシンプルで面白く、理解しやすいことである。しか

し、YouTube にも限界がある。ユーザーが 360p 以下のビデオ画質

を選択すると、ビデオの画質が低下し、文章がわかりにくくなる。

さらに、1 つのスライドがテキストでいっぱいになると、テキスト

がはっきり読めなくなる。さらに、スピーカーの音量も一定ではな

く、小さすぎることもあれば大きすぎることもある。 

 

D. 結論 

YouTube は素材とメディアの観点から評価された。YouTube ビデオ素

材の適格性は 2名によって評価された。内容に関しては、コンテンツ、

言語、サポートが評価された。平均スコアは 83,2 で、YouTube ビデオ

教材資格認定表に基づく学習メディア文法 IV にとって非常に実現可能

な基準である。 
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YouTube メディアも 2名メディア検証者により実現可能性が評価された。

メディアの観点から評価された側面は、オーディオ、ビジュアル、お

よびサポートの側面であった。メディア検証者からの平均スコアは 

94,2で、YouTubeビデオ メディアは学習メディア文法 IVとして側面は

非常に適切な基準を持っている。 

 

文法 IV の学習メディアとして YouTube メディアに対する 2020 年度日

本語学科学生 25 名の回答は以下のように説明する。YouTube メディア

は語学学習メディアとして活用できる。シンプルで面白く、わかりや

すいメディアであるので、非同期式の追加学習メディアとしても利用

ことができる。 

 

YouTubeメディアの利点に加え、欠点もある。双方向システムで学習す

る方が理解しやすいと思う学生がいる。一方、YouTubeメディアを使用

すると教材を理解できないと思っている学生もいた。また集中できな

い方は他のチャネルに変更したくなることもある。
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